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■京都大学出版会 /京都市左京区吉田 京者F大学講内

1長い苛酷な各は、ただ耐えることを強いるのみであった。
だからそれを各とは言えないでただ耐える“構造1このみ名を付していた

●わく「主体性」、「自己実現」、「・……..」
,ある時、誰かが (各だ/〉 とつぶゃぃた。

″ぅ女は語ることをやめて南へ向かう列車に乗ることにした。
南の郷には、春があり、菜の花が咲き蝶が舞っていた
|しかし彼女はなおとざされた自分をみとめるだけであった。

¥280「


